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ることについては，国際的にも批判が高まりまし
たし， TPLFもこの政策を非難しています。 TPL
Fにとって強制移住は，支持母体であるティグラ
イ人が連れ去られてしまうことであり，ひいては

軍事政権に低抗する力が弱くなることを意味した
からです。

このように，敵対する関係にある双方が行う支
援というものは，たいへん異なった性質を持って
います。そして，被災民がこうしたプログラムに

対してどのようにJ謀じていたのかということが，
その後の政局にかなり大きく影響しています。テ
ィグライにおいては，飢健を境にして，それまで
以上にTPLFへの支持が拡大します。
1991年にTPLF と国内各地の反政府勢力との

連合勢力が，京事政権を崩壊させ，新しい政権と
して現在のエチオピアを成立させることになりま

した。 80年代に反政府勢力だ、ったTPLFは，今で

は政党としてエチオピアの政治の中で活動してい

ます。
現在， RESTはNGOとして国際的な支援の受け

皿となり，その支援をティグライ各地に分配する
役割を担っています。

3 むすびにかえて

現在も，エチオピアには f飢餓のエチオピアj と

いうイメージが染み付いているように思います。
]984年の飢健の際，日本テレビの24時間テレビ

が大量の毛布を支援物資として送りました。現在
もティグライの自分の調究地に行きますと， r君は
日本人だろj と声をかけられます。聞けば今でも日

本のNGOから「毛布は要らないか ?J というオフ
ァーがたくさん来るということです。「なぜ日本人
はあんなに毛布を送りたがるのかJ とティグライ
人から聞かれてしまいました。
この飢餓の状況というイメージを，どういうふ

うにして日本で伝え続ければいいのかと思います。

ティグライ人自身による活動も行われていますか
ら，現在のエチオピアではさまざまな対応が進ん

でいます。もちろん今でも気候変動の影響や，和

平が覆る可能性がないわけではありませんが，こ
うした懸念を越えたなかで，現在はさまざまな対
応が進んでいるのです。

(まき・ももか/津田塾大学)

生業の破綻をいかに防ぐか
ーエチオピア西南部の山地農耕民マロ (Malo) の事例から一

藤本武

団飢餓=貧困なのか?

私はエチオピア西南部の山村で住み込み調査を

してきましたが，そこで実感しているのは食べ物
が豊富にあるということです。
「食べ物に困った時期があるのかj と聞いても，

現地の人は「そういうのは大昔にあったようなこ
とを聞いたことがある J というくらいで，自分たち
の経験としてはまったく知りません。彼らはだい
たい，毎日 4 回食べていますが，私がちょっと歩
いていると，あちこちから「うちで食っていけJ と
いうふうにしょっちゅう食事に呼ばれます。とく
に日曜日にはお呼びが多く， 8 食から 9 食くらい
食べることもあります。そういうわけで，私には，
飢餓や飢飽というものとは遠いとし寸実感があり
ますし，人々もそういう感覚を持っていると思い

ます。

さきほど藤田先生のお話のなかに，世界の65億
人の人口のうち 8 億人が飢餓人口であるとありま

した。しばしばそうした統計で，エチオピアは真
っ先に飢餓人口に組み込まれてしまいます。それ
から， 1 日 1 ドル以下のぎりぎりの生活を送って

いる貧困層が世界に何億人もいるといったことも
言われます。しかし，私が調査しているところで
は，毎日の生活でお金をそれほど使わないものの，

調査の実感からは餓えているという印象はありま
せん。そのあたりがどういうことなのか，また今
日変わりつつあるとすればどうして変わってきて
いるのか，といったことについて話してみたいと

思います。

人類の生業は伝統的には狩猟採集，牧畜，農まI~
と区分されます。農耕民は基本的には農作物を主
食にしています。そしてほとんどの農耕民は，主
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食になる何か刺lになる食物を持っています。この
依存の割合が大きい作物が，何らかの形で失われ
てしまうと食樹不足に陥るわけです。

飢餓や飢髄の要因については，自然要因と社会

要因といったように大きく分けられますが， .!J;本
的にはどういったレベルのものでも自然襲肉がき

っかけになって起こっているといえます。 ただ，
間接的にその'1''ff;tにあるものは社会要因だといえ

ます。
ジョン ・ マノレカキスという研究者が ] 998{fの論

文で「自給経済には広:mî変動に応じる力がなく ， 国
家の支援がなければ人々は甚大な被害を被るJ と
述べています。 これは北京アフリカでは環mの悪

化で資源、争符が激化していることが紛争の頗発す

る背最にあるという.I1Jl解の仕方です。訟はこ こで，
このような政解が本当に妥当なのかということを，

自分の調査事例から考えていきたいと思います。

団 マロの豊かな実り

エチオピアの西南部地域には，たくさんの少数
民族がいます。 この地峻では，飢餓がゼロとは言

いませんが，大規模なものは起こっていませんし，

私も聞いたことがありません。 エチオピアは飢臨

のイメージが強1"、かもしれませんが，酋F阿部はそ
れと最も述い地j或かもしれません。
私が，淵査してきた民肢はマロと いいまして，人

口 3 万"'-' 4 万人の少数民族のひとつです。 ここは

日

以下と高度師が広いですが，だいたい1000m台と
2000m台のところに暮らしています。マロは19

世紀末にエチオピア常国に組みこまれるまでは独
立した小さい王国を築いていました。

じつは私もかつて飢艦が本当になかったのかと

い うことをしつこく 聞し、たことがあります。 たと
えばマロでは1 976{f，ちょうどエチオピアの術政

が刷機しでほぼ無政府状態に陥っていたH寺j切です

が， そのときに低地に逃れていた!日地主1Mの政党

が銃を持って襲繋してきたという大事件がありま
した。 マロでは1000人くらいが殺されたうえに，

家苗が全部連れ去られ，集落も焼かれました。 し
かし，このときも 1 日か 2 日で興聖書者は消えてし
まったので，その後， 何か長期的に破版行為が行

われたり ， 占制されたり，また飢簡に昔 しむとい

うようなことはなかったと人々は言います。 マロ
は作物を恒常的に外部へ供出しており ， 少なくと

も平時には余剰生産を行っていると思われます。
それがどのような形になっているのかを兄てみま

しょう 。
マロにとって一得重要な食紐はエンセーテとい

います。 エチオピアでだけ殺指される作物で，地

下の巨大な苧を食べるだけでなくさまざまな部位
も利用されます。 マロはこれを主要な食制として
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集めてきた野箪をゆでる前にととのえる老婆

食べていて，エンセーテを食べない IJ はないと言

うく らいです。 ほぽ全世帯で栽出していますが，

市場価値は低く，1\i本的に自給用食拙として殺倍
されています。

またエンセーテのほかにも ， サ ト イモ ， ヤムイ

モ，サツマイモ，ジャガイモ，キャッサパといっ
たさまざまな苧が栽培されています。 こうした芋

は，家の周りの狭い区画の中で救出されています。
そこに密{こ利用されているスペースがありまして，

ほとんど全種閣の竿， 香辛料， 野菜といったもの
がたくさん段培されていますc マロでは作物の種

類は全部で 100磁類くらいあります。
その周囲にはもっと広い土地があ り ます。

そこでは殺物，豆などを作っています。 たとえば
2000m以上の高地で豊富に作られる大公は妙っ

て粉にひいたものを水で練った芥!日((こうせん) な
どにして食べます。

海抜1 000m台の低地に行きますと，エチオピア

固有のテフとし、う雑:伎が広く栽倍されています。

食べて美味しいということもあり ますが，換金作
物としてもm民で， 近年栽t音が拡大しています。
ちなみに30"'-'40午前まで、重要だったのは，天候不

順には'J9l" 、けれども市場価値がほとんどないモロ
コシ(ソルガム)という作物でした。

こ うして見ますと，主食になるような作物だけ
でも苧類 ・ 依頼合わせて10種類くらいあり，しか
もそれぞれに多くの品種があるということが分か
ります。

四 季節的な空胞を和らげるしくみ

それぞれの作物の収穫は季節的に 1M りが見られ
ますが，それを和らげる工夫というのも生業体系

の中にはあります。 殺物の場合， 植を掃く l時期は

3"'-'-! 月ごろ， それから 7"'-'8 刀ごろの二つに分

かれます。 収砲はそれに比べるともっと限られて
いまして，大半は tl月から 1 月く らいのl時期に集

中しています。 ギ顕にもこういった季節性がある

ものはありますが ， もっと緩やかです。
先ほど， 低地にはもともとモロ コシが救出され
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ていたと言川、ました。 昔はモロコシのなかでも救

出wlHnが短い早熟型の品随がたくさん作られてい
ました。 今ではこの時期に収離されるものとして
トウモロコ‘ンがその役割を担っています。 なぜこ

うなったかというと， トウモロコシが簡単に救渚

でき収品が多いうえに， 34を未熟なうちに収磁し

ておLくなどして簡単においしく食べられるという

ことがあります。 5 月から 7 JJ くらいにかけての

時期は，もちろんエンセーテはありますが， '投物
はほぼ食べつくしてしまって相対的にお脱がすい

てくる時期になります。 しかしそれをできるだけ
緩和するものとして現在 7 ， 8 月はほぼ何 11 トウ
モロコシを食べるようになっています。 ただ昔は

その役割にモロコシと大公があったのでした。

また先ほど 111 しましたように，低地ではそロコ

シに代わって市場価値の~';j "、テフの栽陥 IfIi .fJ!が上国

えてきています。 ほかには小米なども導入されて
いて， 在来の品種から外来の117i収量の品絡にilt き

換わりつつあります。

かし，近代国家の政治体制に組みこまれていくな

かで， 過大なS;'!JJ'ZtJ.術をかけるようになったり，
いろいろな作物品植を手間をかけて栽培するやり
)jから ， 手っ取り l詳 く 収品-の 1 \'.lj " 、品稲の救出に集

'1'する傾向も起きてきています。 その結以， 1.品業
の系'1次性といったものが失われてきているのでは
なし、かということを私は感じるのです。
先ほど， マルプJ キスの，自給経済には系!飲料iが

ないので国家の{引きかけが必~だという説を制介
しましたが ， 私はそれは， む しろ l議論が反対なん
じゃなし、かと感じています。

エチオピアでは， 北部で飢怖が頻発し，それは

たとえば雨量などの自然要因によるものだと 己-わ
れてきました。 しか しむしろ屯民なのは国家支配
の!世史だと私は考-えます。 エチオピア北部では国
家支配の歴史が長く，その'1'でいくから探肢が悪
化していて，生jEが崩壊してしまいやすいもろい
状況におかれているのではないかと考えられます。
北部は政治・経済的には発展を遊げてきましたが，
持続的な社会て'あるとは言いがたいと こ ろがあり
ます。 それは北部が頻繁に飢慨を起こ しているこ
とからも分かります。 それに対して，飢雌に|焔ら
ない持続的な社会というのはむしろ，経済的には
r1~ しし、J とされ政治的にも強大なまとまりを形成
してこなかった小規模社会のほうなのでは，と私
はJ5・えております。

(ふじもと ・ たけ し/人間環境大学)
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団 IJI線復社会の符続性

マロでは近年， 陥人など， )品業をしない人μが

鼎えてきています。 そして以前はなかった常設の
お店なども見られるようになりました。 また草葺
の家からトタン屋恨の家への変化も起こりつつあ

ります。 これは一見すると ， 経済的には山かにな
り ， 発展してきているというふう に思えるわけで
すが，同時に起こっていることも無視できないと
思います。
それは述作が慢性化してしまい収量の低下が著
しい こ とです。 これはもうほとんどの人が深刻な

1 1\ 1組であると Jっています。 それからできるだけ
作付けを拡大しようとして，無理に，延長や急傾斜
地までIJfl墾した結果，土峻流出が起こ ってきてい
ます。 その意味では環J)'~に対しての無理!が'ぷ呈し
つつあるのではなし、かと!• .!.~じています。 ですから ，

表而的には世かになっていても ， 生業ib'I岐を |坊ぐ
仕組みが徐々にほころび始めているように思われ
るのです。 いずれにしても， こ うした変化という
のは， 外の世界との政治的 ・ 経済的関係が強まる
なかで起こ ってきているもののように忠われます。
マロの事例から示唆されるのは， 自給 (I(Jな経済

というのは幅広い柔軟性と多機な代替戦時といっ
た，生業崩綾を|防ぐいろいろな仕組みをもともと
は持っているということです。 経済学的には 1 日

1 ドノレ以下で生活する最貧困府に区分されてしま
うのかもしれまーせんが，そうしたところではしば
しば食べきれないほど食料が住自にあります。 し


